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枕
草
子
の
「
大
進
生
昌
が
家
に
」
の
段
で
、
そ
の
文
章
生
出
身
ら

し
い
、
あ
る
い
は
田
舎
者
的
な
言
動
を
清
少
納
言
か
ら
廟
笑
さ
れ
た

平
生
昌
の
家
庭
環
境
及
び
政
治
的
行
動
に
つ
い
て
は
、
萩
谷
朴
氏
の

す
ぐ
れ
た
論
考
が
あ
る
（
雑
誌
「
国
文
学
」
昭
和
白
年
8
月
号
所

収）
0

本
稿
は
そ
れ
と
の
重
複
を
避
け
な
が
ら
、
従
来
あ
ま
り
取
上

げ
ら
れ
な
か
っ
た
生
昌
の
経
歴
や
家
族
関
係
の
一
面
を
探
っ
て
み
た

生
目
白
は
尊
卑
分
脈
や
コ
一
巻
本
枕
草
子
勘
物
に
よ
れ
ば
、
贈
三
位
平

珍
材
の
二
男
で
、
従
二
位
中
納
言
惟
仲
の
弟
。
文
章
生
、
六
位
蔵
人

を
経
て
長
保
元
年
八
月
九
日
に
中
宮
定
子
が
自
邸
に
行
啓
さ
れ
た
時

は
、
中
宮
前
大
進
前
但
馬
守
で
あ
っ
た
。
後
に
正
四
位
下
播
磨
守
に

至
っ
て
い
る
。
な
お
、
彼
の
子
に
は
正
五
位
下
安
芸
守
で
千
載
集
歌

人
の
雅
康
と
、
文
章
生
を
経
て
従
五
位
上
斎
院
長
官
と
な
っ
た
以
康

が
い
た
。

以
上
の
点
を
当
時
の
記
録
類
そ
の
他
で
敷
街
す
る
と
、
ま
ず
長
徳

2
m
B
当
時
中
宮
大
進
（
小
右
記
）
、
長
徳
4
ロ
却
に
は
「
但
馬
守

生
昌
申
重
任
文
」
（
伏
見
宮
御
一
記
録
）
を
提
出
し
て
い
る
か
ら
、
そ

れ
ま
で
但
馬
守
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
れ
が
前
記
の
如
く

長
保
1
8
9
に
は
前
大
進
前
但
馬
守
で
あ
る
か
ら
、
中
宮
大
進
に
も

但
馬
守
に
も
再
任
し
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
浪
人

暮
し
の
後
、
長
保
4
什

9
に
除
目
の
直
物
に
よ
っ
て
備
中
介
（
権
記

に
は
介
と
あ
る
が
、
御
堂
関
白
記
寛
弘
1
1
日
の
条
に
は
備
中
守
と

あ
る
）
と
な
り
、
つ
い
で
寛
弘
6
3
4
に
播
磨
守
（
権
記
）
に
任
じ

ら
れ
た
。
寛
弘
9
年
以
後
そ
の
名
は
記
録
類
に
見
え
な
い
し
、
播
磨

守
が
板
官
の
よ
う
で
あ
る
か
ら
、
お
そ
ら
く
長
和
1
年
前
後
に
没
し

た
も
の
で
あ
ろ
う
。
日
本
紀
略
の
長
和
5
口
叩
の
条
に
「
故
揺
磨
守

平
生
昌
宅
焼
亡
」
と
あ
る
の
で
、
そ
れ
以
前
の
死
で
あ
る
こ
と
は
動

、
l
k

、。

よ

μ
4わい九
thv

と
こ
ろ
で
問
題
な
の
は
新
訂
増
柿
国
史
大
系
の
尊
卑
分
脈
の
顕
在

に
「
按
前
田
本
系
図
惟
仲
子
」
と
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
生
昌
が
兄
の

惟
仲
に
比
し
て
官
位
が
遥
か
に
劣
る
の
は
、
被
が
で
き
の
悪
い
弟
で

あ
っ
た
か
ら
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
あ
る
い
は
子
供
で
あ
っ
た
か
ら

か
も
し
れ
な
い
。
師
輔
流
以
外
の
藤
原
氏
は
も
ち
ろ
ん
、
他
氏
に
あ

っ
て
も
、
父
・
子
・
孫
の
順
に
地
位
が
下
る
の
は
当
時
，
昔
、
通
の
現
象

で
あ
る
。
弟
で
あ
っ
た
か
子
で
あ
っ
た
か
、
そ
の
点
の
実
否
を
決
す

る
資
料
は
現
在
の
と
こ
ろ
見
当
ら
な
い
が
、
枕
草
子
に
拙
か
れ
た
彼

の
惟
仲
に
対
す
る
尊
敬
の
仕
様
、
惟
仲
の
太
宰
府
に
お
け
る
死
を
報

じ
た
の
が
彼
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
後
述
す
る
彼
の
子
達
の
年
令
な
ど



か
ら
、
惟
仲
子
説
は
捨
て
が
た
い
。

さ
て
、
も
し
彼
が
惟
仲
の
子
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
尊
卑
分
脈
に
よ

れ
ば
彼
に
は
二
人
の
兄
弟
と
一
人
の
妹
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。
ま

ず
、
道
行
が
伯
仲
の
子
で
あ
る
こ
と
は
、
小
右
記
と
公
卿
補
任
の
正

暦
4
1
ロ
の
条
に
よ
っ
て
明
白
で
あ
る
が
、
彼
は
正
腐
1
叩
5
に
中

官
権
大
進
（
小
右
記
）
と
な
り
、
同
4
什
口
に
は
従
五
位
下
に
叙
せ

ら
れ
た
。
ま
た
御
堂
関
白
記
に
よ
れ
ば
長
和
2
4
刊
に
随
身
故
議
十

二
日
大
と
移
十
日
六
を
道
長
に
献
じ
て
い
る
。
こ
の
道
行
の
娘
は
高
階
業

敏
に
嫁
し
て
業
仲
を
生
ん
だ
が
、
業
仲
は
後
に
藤
原
実
範
の
養
子
に

な
っ
た
。
又
こ
の
記
事
に
よ
れ
ば
道
行
の
極
官
は
伯
膏
守
で
あ
っ
た

よ
う
で
あ
る
。

次
に
も
う
一
人
の
兄
弟
で
あ
る
忠
点
は
尊
卑
分
脈
に
よ
れ
ば
文
徳

源
氏
の
流
れ
で
正
悟
1
口
9
当
時
式
部
大
丞
（
権
記
）
で
あ
っ
た
源

致
治
の
子
で
、
六
位
蔵
人
を
経
て
因
幡
守
と
な
っ
た
が
、
そ
の
間
に

惟
仲
の
養
子
と
な
り
姓
を
改
め
て
い
る
。
な
お
養
子
に
な
っ
た
事
情

は
不
明
で
あ
る
。
妹
は
大
和
文
は
大
和
宣
旨
と
呼
ば
れ
、
勅
撰
作
者

部
類
に
よ
れ
ば
、
一
三
条
院
太
皇
大
后
官
（
如
子
）
女
房
。
中
納
言

惟
仲
女
。
大
和
守
（
源
）
義
忠
為
妻
之
故
号
大
和
。
」
と
あ
り
、
後

拾
遺
歌
人
で
あ
る
。

次
に
生
日
目
の
子
は
前
述
し
た
雅
康
と
以
康
の
ほ
か
に
、
僧
と
な
っ

た
真
範
が
い
る
。
ま
ず
雅
康
は
勅
撰
作
者
部
類
に
も
「
五
位
安
木

守
。
播
磨
守
平
生
日
日
男
。
至
永
承
。
」
と
あ
り
、
惟
仲
の
実
子
で
あ

る
こ
と
疑
い
な
い
。
（
と
す
れ
ば
、
「
康
」
の
字
を
共
有
す
る
以
康

も
生
昌
の
子
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
思
う
。
）
彼
は
寛
弘
3
2
8
に

文
章
生
と
し
て
東
宮
の
昇
殿
を
許
さ
れ
（
御
堂
関
由
記
〉
勘
解
由
判

官
を
経
て
寛
弘
8
8
1
に
六
位
蔵
人
と
な
っ
た
（
小
右
記
）

0

当

時
、
六
位
蔵
人
の
任
期
は
普
通
四
年
く
ら
い
で
あ
る
が
、
そ
の
聞
に

親
を
失
っ
た
こ
と
が
千
載
集
に
見
え
る
。
そ
の
親
は
異
文
に
母
と
あ

る
が
、
お
そ
ら
く
生
昌
で
は
な
か
ろ
う
か
。

次
に
以
康
は
左
経
記
に
よ
れ
ば
寛
仁
1
8
幻
頃
六
位
の
蔵
人
で
あ

っ
た
。
蔵
人
に
な
る
の
、
が
雅
康
よ
り
や
や
遅
れ
た
の
は
弟
で
あ
っ
た

か
ら
で
あ
ろ
う
。
以
康
に
は
尊
卑
分
脈
に
見
え
る
昌
嗣
及
び
藤
原
資

国
の
養
子
と
な
っ
た
国
仲
の
ほ
か
に
、
血
（
福
寺
三
綱
補
任
や
同
寺
略

年
代
記
に
よ
れ
ば
別
当
権
僧
正
に
な
っ
た
公
範
が
い
る
。
彼
は
斎
院

長
官
平
以
康
息
と
あ
り
、
応
徳
3
叩
叩
に
七
十
八
才
で
寂
し
て
い
る

の
で
、
逆
算
す
る
と
誕
生
は
寛
弘
6
年
で
あ
る
。

-2-

さ
て
、
生
昌
の
子
で
僧
と
な
っ
た
真
範
（
臨
の
公
範
が
興
福
寺
に

入
っ
た
の
も
、
ま
た
そ
の
法
名
も
真
範
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

）
は
興
福
寺
略
年
代
記
・
同
寺
三
綱
補
任
・
同
寺
寺
務
次
第
・
諸
門

跡
諾
に
よ
る
と
播
磨
守
平
生
日
日
の
男
と
あ
る
が
、
位
低
公
為
光
の
子

と
い
う
名
目
で
興
福
寺
に
入
り
、
後
に
別
当
大
僧
正
ま
で
上
っ
て
天

喜
2
ロ
5
に
六
十
九
才
で
寂
し
た
。
逆
算
す
れ
ば
寛
和
2
年
の
生
ま

れ
で
あ
る
。
な
お
恒
徳
公
為
光
は
正
暦
3
年
に
世
閉
じ
て
い
る
の
で
7

才
ま
で
に
興
福
寺
に
入
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

当
時
貴
族
の
子
弟
で
僧
と
な
っ
た
の
は
、
山
門
堂
舎
記
に
よ
れ

ば
、
第
一
子
の
場
合
が
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
o



道｜人

物

誕

生

時

の

父

の

年

令

道

綱

十

命

尋｜如

源円

為

右
の
例
の
よ
う
に
真
範
が
生
昌
二
十
才
頃
に
生
ま
れ
た
長
男
で
あ
れ

ば
、
生
昌
は
惟
仲
の
二
十
四
才
頃
の
子
と
な
り
、
ま
た
公
範
が
以
康

二
十
才
の
頃
の
子
で
あ
れ
ば
以
康
は
生
昌
の
二
十
四
才
頃
の
子
と
な

り
、
な
お
、
同
じ
中
宮
大
進
と
な
っ
た
の
が
道
行
は
正
暦
年
問
、
生

回
目
は
次
の
長
徳
年
間
で
あ
る
の
も
、
生
日
目
が
道
行
の
弟
で
あ
る
か
ら

と
考
え
ら
れ
、
好
都
合
で
あ
る
が
、
あ
く
ま
で
も
仮
説
に
す
ぎ
な

、。
可
l
v

最
後
に
生
昌
に
娘
、
が
い
た
と
い
う
記
録
は
な
い
が
、
権
記
に
よ
れ

ば
彼
は
長
保
1
叩
引
頃
五
節
を
献
じ
て
い
る
。
普
通
五
節
舞
姫
は
公

卿
や
受
領
の
娘
を
宛
て
る
の
で
、
そ
の
頃
十
代
で
あ
っ
た
娘
が
い
た

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
紫
式
部
日
記
に
見
え
る
平
惟
仲
の
養
女
「
五

節
の
弁
L

が
そ
れ
で
あ
れ
ば
而
白
い
が
。

昭
和
刊
・

7
・
7

伊
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大
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考
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子
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序

伊
勢
大
輔
は
平
安
中
期
の
女
流
歌
人
で
あ
る
。
彼
女
は
上
東
門
院

が
中
宮
の
時
、
初
宮
仕
し
、
そ
の
時
詠
じ
た
歌
（
家
集
5
）
で
、
一

躍
歌
才
を
認
め
ら
れ
、
宮
仕
生
活
の
華
々
し
い
ス
タ
ー
ト
を
き
っ
た

の
で
あ
る
。

彼
女
の
家
系
を
み
る
に
一
門
に
は
歌
人
と
し
て
世
に
輩
出
し
た
も

の
が
多
い
。
こ
の
よ
う
な
一
門
に
育
っ
た
伊
勢
大
輔
は
ど
の
よ
う
な

一
生
を
送
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
平
安
朝
の
女
流
歌
人
の
多
く
が
そ

う
で
あ
る
よ
う
に
、
生
没
未
詳
と
さ
れ
て
い
る
伊
勢
大
輔
に
つ
い

て
、
家
集
へ
群
書
類
従
所
収
の
伊
勢
大
輔
集
を
底
本
と
す
る
。
歌
の
番
号
は
｝

F

群
書
類
従
本
の
配
列
順
に
番
号
を
付
し
た
も
の
を
使
用
す
－
る
」

を
中
心
に
、
系
図
、
そ
の
他
の
資
料
よ
り
考
察
し
て
い
く
こ
と
に
す

る。

- 3ー

付
伊
勢
大
輔
の
家
系

ω
一
門
歌
人

伊
勢
大
輔
の
近
親
者
に
は
歌
人
と
し
て
世
に
知
ら
れ
て
い
る
も
の

が
か
な
り
お
り
蹴
静
一
難
編
の
条
に
「
頼
基
・
能
宣
・
輔
親
・
伊
勢
大

輔
・
伯
母
・
安
芸
君
六
代
相
伝
之
歌
人
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
他

和
歌
色
蝶
に
選
ば
れ
た
伊
勢
大
輔
の
娘
の
筑
前
乳
母
、
源
兼
俊
母
、

名
誉
歌
イ

甥
重
経
、
姪
少
将
内
侍
、
孫
通
宗
通
俊
な
ど
も
歌
人
と
し
て
み
え
て


